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1 はじめに

外国語教育において言語活動という乙とを考えるとき，果たして現志充分に「言語を総合的

に理解したり表現したりする活動」がなされていると言えるであろうか。コミュニケーション

は決して音声と文法と語景とからのみ構成されているものではなし、。 Fancyは，コミュニケーシ

ョンは(狭義の)言語と prosodicfeatures (以下 PFと略す)と gesturalbehaviorとから成る，

として，第2言語教育における後二者の重要性そ説いている。そして，学習者が PFを習得しな

ければならないというのは基本的な乙とであり，さらに gesturalbehaviorも身につける乙とが望

ましい，と述べている(②:410 ) 0 PFを言語の中lζ含めるか否かは別lとして，それがコミュ

ニケーションにおいて果たす役割は大きい。しかし，わが国の英語教育においては，残念ながら，

PFの指導は決して充分であるとは言えない。高校生になっても， Do you like coffee or tea?の文

に対して，次にYes，1 do~という答があっても， orの前で上げて，後で下げる， という中学校での

指導に，忠実に従っている。全国英語教育学会第2回大会でも問題別討論会「日本の英語教育の音

声指導において欠けているものは何か」において PFの指導の不充分さがとり上げられた。以

下，コミュニケーションの観点から PFの指導について考察を加えていきたし、。

2 PFとは

本稿はPFについての理論を考察するものではなく，また，その分類を試みるものでもない。

しかし，論を進めるにあたって，基本的な PFの概念は明らかにしておかねばならないであろう。

まず， PF Iζ対する名称、として， PFのほかに釦prase伊lentalfeaturesという呼び方もある。

特lζ後者はアメリカの構造言語学者を中心に用いられてきた。また，その構成要因については，

ストレス， トーン，イントネーションがあげられようが，アメリカ構造言語学.では一般に連接も

それに含んでいる。音韻論的観点からすれば，それらは示差的特徴を示すものである。英語にお

いては，ストレスは示差的特徴を示し，また，文レベルにおけるピッチ・バタンであるイントネ

ーションも示差的特徴を示すが，語のレベルにおけるピッチ・パタンであるトーンは示差的特徴

を示さない(④:82)。連接が示差的特徴を示すものである乙とは言うまでもない。ただし，乙

れらはすべて音韻論的観点i乙立つての乙とであり，音声学的，あるいは物理学的，生理学的な観

点からすれば，全く別の捉え方をされる乙とになる。しかし，本稿はPFの指導について論じよ

うとするものであり，音声学的，物理学的，生理学的分析が必要であるとは思われないので横に

おいておく。
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3 PFと意味情報

コミュニケーションの場においては，場面，意味，フィーリング，ストレス，イントネーショ

ンが複雑に組み合わさって，伝達内容をより正確なものにしている(<ID: 110 )。イントネーシ

ョン， ストレスの変化によって，発話全体の意味に変化がもたらされる。それはその発話の字面

的な意味ではなく，その全体を包み乙み，伝達内容そのものを決定する，より大きな意味を担って

いる。例えば，イントネーションについて見ると， 乙れは上誌に平叙文とか疑問文とかを区別する

だけではなく，喚情的意味(emotive meaning )を捉える手がかりとして特に重要なものである。

また，それぞれの言語において，イントネーションは，喜びとかいらただしさ，いとわしさ，憎

しみ，瑚笑などといった感情や態度の広汎な変化を示すものとしてある程度定型化されている。

一方，ストレスは，その置かれる場所によって発話全体の意味を左右する。例えば，

1 cannot recommend Mr. Jones too highly for the job. 

という文の notとhighlyIr.ストレスを置くと， 乙の話者は Mr.Jones'を強く推薦しているのに対

し tooIζストレスをおくとその推薦にあまり積極的でない乙とになる(①:84 -85 )。また，

Tom went to AfrICa last year. 

の文はストレスのおき方で意味の変化を生じるが， It is ^-that ……などという置き換えをしな

くても， ストレスをど乙lとおくかでその意味は充分示される訳である。問題点は，との文の書き

換えを指導する際に，同時に， ストレスのおき方でその意味が伝えられる， という点の指導がな

されているかという乙とである。その指導とそが言語活動に結びつくものではなかろうか。生き

た場面における言語活動というととを頭におくならば，それぞれの場面と結びついた指導がなさ

れねばならない。その点に留意して，以下，イントネーションと文強勢について見てみるととと

する。語強勢については，現状を見る限り，ほぽ充分な指導がなされていると言ってよいであろ

う。また，語強勢については生成音韻論の方で研究が進んでおり，その理論が英語教育に応用さ

れるようになるであろう乙とも考えられる。しかし，文強勢の指導については必ずしも充分であ

るとは言い難い。

4 イントネーションの指導‘

イントネーションが話者の感情や態度を表わすととはすでに述べた。例えば， 'What are we 

having for dinner?'という文に対し，次の 3種類のイントネーションが考えられる。

(工)/弘前t+aけwiy+h会vil)+farHdfnar1、/
(2 )/2hwきも+aけwiy+h~島vil)+farHdínar1 ノ/

(3) f2hwat+ar+wiy+h会vil)+far+3dfnarノ/

この場合，同時に連接の問題も絡んでくるが，(1)のようにおlのイントネーションに下降連接を

f主って尋ねた時よりも，上昇連接を伴った(2)の方が丁寧であり，相手lと対する敬意を示している

ことになる。じかし， (3)のように 233+上昇連接の場合は， rあなたは ‘What are we having for 
三と~er?・とお尋ねになったのですか」という意味になる(⑤: 49 )。また，イントネーションと

ストシスの関係も考慮しなければならない。すなわち，上の例は dinnerIと第1強勢がおかれた
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場合であり，ほかに，例えば weI乙第1強勢をおくと「彼らのととは分かったが，われわれの方

は夕食に何を食べるのか」という含みをもっ乙とになる。 ζうしてみると，一般疑問文は上昇調

で，疑問詞疑問文は下降調で，という指導が適切，かつ充分なものかどうか， 乙乙で指摘するま

でもない。

また，イントネーションが語のレベルで見られる例として，次のYes.1と対する 5つの型をあげ

ておとう。

ω二五二 (2) 三至 。)二二二 ω)二Z二 ω~ 

(1)は普通の「はし、そうです」であり. (2)は「勿論そうですとも」となる。 (3)は電話の時など

に使い rはい，わかりました，お続け下さい」の意味となり. (4)は「本当にそうなんですかJ.

(5)は「多分そうでしょう」という乙とになる(⑦:277 )。乙れについてはLadefoged(1975 : 

97)にも同様の言及が見られる。

イントネーションの型の分類は乙れまでにも様々な試みがなされている。しかし，言語活動と

いう側面を考える時，単にその分類を基にした指導ではなく，それぞれの場面に応じたイントネ

ーションの指導がなされるべきであり，同時にそのイントネーションのもつ合意をも学習者lζ理

解させるべきであろう。

5 ストレスの指導

文強勢を考えるとき，まずその原則を明らかにしておかねばならない。すなわち，英語におい

ては，通例，内容語lとはストレスがおかれ，機能語lとはおかれなし、。その原則が破られるのは，

あるいは強調のためであったり，あるいは対比のためであったりする。さらに，機能語は一般に，

原則に従う場合は弱形をとり，原則を破る場合は強形をとる，という点も留意しておかねばなら

ない。と乙ろが，その原則が充分に指導されているのかどうか疑わしい。特1<::.文強勢は英語の

リズムとも密接な関係があり，原則が守られないとリズムそのものも損われてしまう。のみなら

ず，伝達内容そのものを変えてしまう乙とにもなる。乙の点iζ関して，今井氏の面白い例がある

(⑥: 101 )。すなわち，

1 spent a nfght at Atarni with my wIfe. 

という文を mYI<::ストレスをおいて読む学生がいるが，そういう読み方では rIr私』が温泉場に

他人の妻を伴うのを常としている」のに「今回珍らしくも自分自身の妻をつれて行った」という

ような乙とになるというのである。恐らくその学生はそんな乙とにはつゆ気付いていないであろ

う。原則がわかっていないというととは，同時に，例外の持つ意味が理解できないという乙とで

ある。それぞれの場面との関連において，辞書的な意味とその全体を大きく覆う意味と文強勢と

の関係を，原則と例外の両方の場合について指導すべきである。

さらに， ストレスとリズムの関係をもう少し見ていく乙とにする。ストレスを受けた音節の聞

は時間的iζ等間隔となり，その間にある音節は数の多少に拘らず，それぞれの強音節の聞に押し

込まれ，暖昧になる。従って，下の4つの文においては大文字で書かれた音節がストレスを受け
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るので 4文とも時間的lとは同じ長さで読まれる(<3):23)。

百leDOCtor's a SURgeon. 

百四DOCtor's a good SURgeon. 

百leDOCtor's a very good SURgeon. 

The DOCtor's not a very good SURgeon. 

6 むすび

乙れまでの音声指導において， PFは余りにもパタンとしての取り扱いしかなされていなかっ

たと言っても過言ではなかろう。文の辞書的意味だけからは捉えられない全体的な意味，あるい

は裏に隠された意味を担う PFの働きが軽視されてきたのではなかろうか。音素レベルの正確な

発音といった指導に比ぺ， PFの指導は決して充分なものとは言えない。むしろ，母音や子音を

先に教えて，そのあと正しいイントネーションやリズムと組み合わせるより，初めから PFの中

で母音や子音を扱った方が効果的である (@:79)との主張もある。言語の機能を考える時，音

声は意味を伝える手段であり，意味の伝達を l∞%ならしめるのにPFの果たす役割は大きい。

今回はPFの指導について極く基本的な問題を考察した訳であるが，その基本が充分踏まえられ

ているかというと必ずしもそうではないように思われる。今後， PFの機能などについて，

paralinguisticsや社会言語学の観点からの考察が必要となろうが， ‘from“linguistic PF" to 

“Communicative PF" ，を提案して，乙の稿を終えたい。
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